
　栄光グループ（栄光ホールディング
ス㈱、栄光時計㈱、栄光リテール㈱、グ
ロリアス㈱、三栄時計㈱）は、2026年
に創業80年を迎え、今年一年間を、共
に歩んだスタッフやパートナー、顧客に
対する感謝の年としつつも、この80年
を一つの通過点とし、次の10年、そして
100年企業を目指して、さらに前に進ん
でいく活動を続けている。
　特別に立ち上げられた「創業80年
記念サイト」で、代表取締役会長の小
谷年司氏は栄光時計の歴史を振り
返っているが、最後に「今はすでに家業
を脱して社会性を有する企業になって
いる。時代は、企業の利益の追求は持
続と発展のためだけであり、社会貢献
を重視することを要求するようになって
いる。すでに当社ではそれを自覚するよ
うになりつつある。この観点からお仕入
先の御協力とお得意先の愛顧を頼み、
社員の結束をうながしたい」と述べて
おり、その歴史の長さ以上に小谷会長
の業界への愛情を感じさせる。
　代表取締役社長の小谷進氏は「私
たちの仕事は、ただ商品やサービスを
届けるだけでなく、手に取るお客様の
期待を超える価値を生み出し、未来に
つながる信頼を築くことです。そしてそ
れは、どんな時代にあっても“人”の力
によって成し遂げられてきました。これ

からの時代を創っていくのは、まさに今
ここに生きる皆さんです。私たちの会社
らしさを大切にしながら、新しい可能性
に挑戦していきましょう。」と、これから
の栄光グループに向けた言葉を書き記
しており、「より楽しく、より豊かな未来
作りを」という小谷社長のテーマを表し
ている。
　時計・宝飾業界において、何らかの
関係を栄光グループと築いてきた企業
や個人は多いことだろう。それ以上に、
今後の活動に期待するパートナーや
顧客がもっといる。

新たな出会いと
ビジネスの可能性を広げる

　2026年度の後半戦に向
けては、更なる活発な活動に
期待が寄せられる中、栄光時
計㈱として“プロのためのジュ
エリー展”「ジャパンジュエ
リーフェア2026」（JJF）に出
展する。
　多様な表現と価値をつな
ぐ、ジュエリー専門商社とし
て、近年では美術館収蔵作
家をはじめとするアーティスト
系作品の取り扱いにも力を

入れ、ジュエリーを装飾品としてだけ
でなく、“表現”として捉える新たな価
値の提案を行っている。小売店ととも
に作品の背景や価値を丁寧に伝える
ことで、ジュエリーに対する理解を深
め、新たな購買体験へと繋げるなど、
新たな挑戦に取り組んでいる。
　2026年のJJFではさらに出展規模
を拡大し、取り扱いラインナップを刷新
し、これまで以上に多様な価値観を提
示することで、来場者との新たな出会
いとビジネスの可能性を広げることを
目指す。
　これまで通り、日本の現代ジュエ
リーの生みの親と言われる国立美術
館収蔵作家による作品を紹介し、宝飾
業界に携わる多くの人に、日本の素晴
らしい伝統を再解釈する機会を提供し
たいと考えている。また、海外の最先端
ジュエリーを紹介し、日本市場の未来
を開拓していく。
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見だ。次は、フランス最古のクチュール
メゾン「LANVIN」の独創的な世界観
をそのままに、日本の洗練された感性
が融合してセカンドラインとして生まれ
た「LANVIN COLLECTION」。すべ
てのジュエリーは本国の厳しい監修の

もと、上質な素材と確かな職人技に
よって仕立てられる。LANVIN COL-
LECTIONによる“日常に、パリの気品
という贅沢を”を自分の目で確かめた
い。そして、同社がセレクトしたプライ
ベートブランド「exj」に加え、日本初上
陸のハンドメイドブランドとなるイタリ
ア・ヴィチェンツァの伝統を受け継ぐ
「ITALO BOTTENE」（別ブース：
K-16）が登場する。熟練の職人が18K
ゴールドに命を吹き込み、緻密な計算
に基づいた「芸術品」へと昇華させた
ブランド。伝統技法による重厚感と、現
代女性にふさわしい軽やかなモダンさ
が共存するデザインが特長。肌に溶け
込むような滑らかな仕上げは、一生も

のにふさわしい逸品だ。手元に添える
だけで、日常の仕草さえも優雅に演出
する。洗練されたゴールドの曲線美に、
思わず見惚れるひとときを感じたい。

日本最大級のBtoBジュエリー展
8月26日～28日
東京ビッグサイト東１・２ホール

　ジャパンジュエリーフェアへの「来場
事前登録」は始まっている。なお、JJF
公式ホームページでは栄光時計の特
集も組まれているが、エネルギッシュな
執行役員営業本部長上野健治氏へ
のインタビューが掲載されている。
　上野氏は「日本ならではの金工芸技
術は、世界に発信すべき伝統だ。まず
は日本人が日本のジュエリーを愛し、
世界に発信していく場がJJFだと考え
ます。また、まったく異なる感性を持つ
イタリアンジュエリーの世界を日本国
内で発信することもジュエラーとしての
使命であり、文化の融合を日本の宝飾
業界に発信していきたい」と語ってお
り、それを叶えるのは、多くの関係者が

JJFに足を運
び 、豊 富 な
ジュエリーを
手に取り、考
え、感じるこ
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ためのジュエ
リー展」として
BtoBにこだ
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ジュエリー
フェアを盛り
上げていくこ
とは、日本の
ジュエリー産
業の発展に

寄与し、日本のジュエリーの未来にも
繋がっていくこと。

　JJFは、年末商戦向けの展示会とし
て、売れる商材の企画提案の場や買い
付けの場として多くの支持を集めてい
る。世界最大のジュエリーフェア「9月
香港ジュエリー＆ジェムフェア」を主催
するインフォーママーケッツジャパンと
日本ジュエリー協会との共同プロジェ
クトであることも認知されているが、「業
界プロフェッショナルによる業界プロ
フェッショナルのための展示会」として、
プロのための商談の場や次世代育成、
そして業界の更なる発展も目指してい
る展示会だ。
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